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製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て

算
出
さ
れ
た
環
境
負
荷
デ
ー
タ
で
す

　

Ｅ
Ｐ
Ｄ
と
はEnvironm

ental P
ro-

duct D
eclaration

の
略
で
、
日
本
語

で
は
「
環
境
製
品
宣
言
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
国
際
社
会
で
20
年
以
上
の
運
用
実
績

を
持
つ
、
透
明
性
・
公
平
性
の
高
い
〝
製

品
の
環
境
デ
ー
タ
〟
で
す
。
気
候
変
動
指

標
（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
）
や
大
気
・
水
域
へ
の

影
響
、
水
資
源
・
化
石
資
源
と
い
っ
た
多

領
域
で
の
様
々
な
影
響
を
評
価
し
、
そ
の

情
報
開
示
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

　

透
明
性
や
公
平
性
、
信
頼
性
を
担
保
す

る
要
素
は
４
つ
あ
り
、
①
多
領
域
に
つ
い

て
製
品
の
環
境
負
荷
の
定
量
化
手
法
で
あ

る
Ｌ
Ｃ
Ａ
で
算
定
さ
れ
る
こ
と
、
②
製
品

群
ご
と
の
共
通
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
ル
ー

ル
に
基
づ
い
て
算
定
・
公
開
さ
れ
る
こ
と
、

③
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
専
門
性
を
有
す
る
専
門
家
・

専
門
機
関
に
よ
る
第
三
者
検
証
が
行
わ
れ

る
こ
と
、
④
評
価
結
果
は
メ
ー
カ
ー
側
で

は
な
く
Ｅ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
開
示

さ
れ
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図
２
）
。

　

ま
た
、
国
際
的
な
標
準
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
２
５
に
準
拠
し
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
沿
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
示

す
る
環
境
ラ
ベ
ル
が
Ｅ
Ｐ
Ｄ
で
あ
り
、
当

機
構
が
運
営
す
る
「
Ｓ
ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｏ 

Ｅ
Ｐ
Ｄ
」

や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「
Ｅ
Ｐ
Ｄ 

Ｈ
ｕ
ｂ
」

な
ど
、
世
界
で
20
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
有
効
期
間
は
一
般
的
に
５
年

で
す
。
製
品
の
環
境
負
荷
を
可
視
化
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
選
択
や
企
業
活

動
の
促
進
に
役
立
つ
重
要
な
ツ
ー
ル
と
い

え
ま
す
。

自
社
製
品
の
環
境
負
荷
削
減
へ
の
分

析
と
企
業
競
争
力
の
向
上
に
役
立
ち

ま
す

　

環
境
負
荷
低
減
を
目
指
し
て
、
現
状
を

把
握
せ
ず
に
や
み
く
も
に
取
り
組
む
の
は

「EPD」を知る
建築物のライフサイクルカーボン削減に向けた取り組みが活発化する中、

建設や改修、解体などの段階で排出されるエンボディドカーボン削減の重要性が高まっている。
エンボディドカーボンのうち製造と施工の段階で排出されるアップフロントカーボンは約6割を占め、

建設資材の製造時におけるCO2排出量削減への取り組みが重要となる。
そこで必要になるのが“建設資材のCO2排出量の可視化”であり、

注目されるのはメーカーが取得する「EPD」だ。
今号では、建築業界に関わる「EPD」について解説し、EPDを取得した建材メーカーに話を伺った。

特  集

図1.	EPD開示情報イメージ（SuMPO EPD・アルミ形材の場合）

❷

● EPDはどんな製品でも取得できるの？
あらゆるサービスや製品が対象。単一製品での取得だけでな
く、類似する複数の製品を一つのグループにまとめることも
可能。また、特定の業界における製品の平均的な環境負荷を
表す業界平均EPDもある。

もっと教えて！ EPD

Q2

Ｅ
Ｐ
Ｄ
を
取
得
す
る
と
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

● LCAって何？
原料調達から製造、廃棄に至る“モノの一生=ライフサイクル”
で、環境負荷がどれだけあるかを数値化する手法。活動量（投
入原材料・エネルギー量）×原単位  で算出される。

❶もっと教えて！ EPD

図2. EPDの概要

●	EPDとは
　製品のライフサイクルを通じて算出された環境負荷データ

●	メリット
	 ・効率的な環境負荷削減対策の検討ができる
	 ・競争優位性の確保、企業イメージ向上

環境負荷を可視化
非財務情報を信頼性ある数値として開示

多領域・LCA

第三者検証

●	特徴

・気候変動指標（CO2排出量）
・オゾン層破壊
・水資源消費量
・有害廃棄物　など

専門機関などによる検証で信頼性
あるデータに

LCA×

製品群別ルール

開  示

製品群ごとにLCA算定などの共
通ルールがある

EPDプログラムにて開示される
ので透明性が高い

PCR
Product Category Rule

Ｅ
Ｐ
Ｄ
と
は
何
で
す
か
？

Q1非
効
率
で
す
。
し
か
し
現
状
の
環
境
負
荷

を
可
視
化
で
き
れ
ば
、
自
社
製
品
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
ど
の
部
分
で
ど
れ

だ
け
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
る
の
か
と
い
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
何
を
す
れ
ば
ど

れ
だ
け
削
減
で
き
る
の
か
を
分
析
で
き
る

の
で
、
着
手
す
べ
き
取
り
組
み
の
優
先
順

位
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
Ｅ
Ｐ
Ｄ
で
は
原
材
料
の
調
達
場
所

や
使
用
量
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
、
製
品
の
環
境
負

荷
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
取
り
扱
い
ま

す
。
企
業
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
応
を
求
め
ら
れ
、

環
境
負
荷
の
数
値
化
が
投
資
家
や
取
引
先

に
と
っ
て
重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
昨

今
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
で
あ
れ
ば
情
報
の
秘
匿
性
を

保
ち
つ
つ
、
信
頼
性
や
透
明
性
あ
る
形
で

企
業
の
非
財
務
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
建
築
物

の
調
達
や
、
国
際
的
な
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
認
証
で
あ
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
な
ど
の

取
得
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
の
環
境
負
荷
の
数
値
化
を
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
は
第
三
者
検
証
に
よ
る
信
頼

性
の
あ
る
数
値
と
し
て
公
表
さ
れ
る
た
め
、

市
場
で
の
競
争
優
位
性
や
企
業
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一般社団法人サステナブル経営推進機構
EPD事業部 部長／主任研究員

伊藤 聖子 氏

Ｅ
Ｐ
Ｄ
と
は
何
か
、
取
得
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
工
程
が
あ
る
の
か
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
２
５
に
準
拠
す
る
、
日
本
唯
一
の
Ｅ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る「
Ｓサ

ン

ポ

ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｏ 

Ｅ
Ｐ
Ｄ
」を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
推
進
機
構
に
話
を
伺
っ
た
。

A

A

活動量
・投入原材料（t）
・エネルギー量（ＧＪなど）

CO2原単位
（ton-CO2） 

CO2排出量
（ton-CO2）

MDF × MDFのCO2原単位１ｔ
突板 × 突板のCO2原単位0.5ｔ
塗料 × 塗料のCO2原単位2ｔ
ガソリン × ガソリンのCO2原単位5GJ

× =

床材のCO2排出量合計

＋

登録番号： JR-AD-25001E

①ライフサイクル影響評価結果

②ライフサイクルインベントリ分析関連情報 ③材料及び物質に関する構成成分

ケイ素
ニッケル

④廃棄物関連情報

※ライフサイクルにおける廃棄物量を示しています。

SuMPO EPD
タイプⅢ環境宣言（EPD）

SuMPO環境ラベルプログラム
一般社団法人サステナブル経営推進機構

東京都千代田区内神田1-14-8
KANDA SQUARE GATE

　　　https://ecoleaf-label.jp

産業廃棄物　埋立物 2.0E-03 kg

無害廃棄物 2.0E-03 kg
一般廃棄物　埋立物 2.4E-12 kg

項目 単位
有害廃棄物 5.2E-04 kg

淡水の消費 1.6E-02 m³ - - ％
再生可能エネルギー 5.7E+00 MJ 0.01~0.07 ％
再生可能資源 5.6E-02 kg 0.20~0.6 ％
非再生可能エネルギー 3.0E+01 MJ マグネシウム 0.45~0.9 ％
非再生可能資源 5.2E-02 kg アルミニウム 残り98以上 ％

項目 単位 材料・物質（使用部分） 単位

- -富栄養化 kg-PO₄³-eq 5.5E-05 5.5E-05 5.0E-13 2.9E-07
光化学オキシダント kg-C₂H₄eq 2.3E-05 4.8E-06 3.4E-07 1.8E-05 - -

オゾン層破壊 kg-CFC-11eq 2.9E-07 9.4E-08 6.5E-13 2.0E-07 - -
酸性化 kg-SO₂eq 2.0E-03 6.6E-04 1.6E-04 1.2E-03 - -

A1原材料調達 A2原材料輸送 A3生産 - -
気候変動 kg-CO₂eq 2.0E+00 3.5E-01 4.8E-02 1.6E+00 - -

富栄養化 0.055 g (りん酸イオン換算)

内訳　　　　　　　　　　項目 単位 合計

気候変動 IPCC 2013 GWP 100a 2.0 kg（CO2換算）

光化学オキシダント 0.023 g (エチレン換算)

酸性化 2.0 g (SO2換算)

オゾン層破壊 0.29 mg (CFC-11換算)

18%

32%

33%

21%

99%

2%

8%

1%

80%

68%

60%

78%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A1原材料調達 A2原材料輸送 A3生産

※数値は一部で指数表示となっている。指数表示とは、桁数の大きい数字を簡潔に表現する方法。
　例えば1000は「1E+3」、0.001は「1E-3」となる

＜例＞　床材の気候変動指標（CO2排出量）を求める場合
※原材料をMDF、突板、塗料、輸送エネルギーをガソリンとして仮定。数値はイメージ
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べ
て
の
建
材
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

（
図
３
）
。

商
品
選
択
の
た
め
の
判
断
基
準
の
中

に
環
境
情
報
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

意
識
改
革
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

　

環
境
対
策
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
両
立
さ
せ

る
と
い
う
点
で
も
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
は
重
要
な

ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

で
は
ま
だ
Ｌ
Ｃ
Ａ
算
定
自
体
が
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
ま
ず
は
、
企
業
に
Ｌ

Ｃ
Ａ
算
定
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
す
る

人
材
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
、〝
環
境
〟
と
い
う
要
素
に

コ
ス
ト
を
か
け
る
意
識
が
な
く
、
さ
ら
に

は
情
報
開
示
す
る
と
い
う
習
慣
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
環
境

情
報
が
大
き
な
価
値
と
認
識
さ
れ
始
め
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
加
速
す
る
と

見
ら
れ
ま
す
。
建
材
メ
ー
カ
ー
に
は
、〝
良

い
商
品
〟
の
条
件
に
性
能
や
価
格
だ
け
で

な
く
環
境
情
報
を
重
要
な
要
素
と
し
て
組

み
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な

意
識
改
革
に
よ
り
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
の
流
れ

は
一
層
拡
大
す
る
は
ず
で
す
。

で
使
え
る
建
材
の
Ｃ
Ｏ
２
原
単
位
と
な
る

た
め
、
建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ａ
へ
の
活
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
建
材
メ
ー
カ
ー
の

努
力
が
建
築
物
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ

ン
の
可
視
化
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
国
土

交
通
省
も
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
促
進
に
向
け
て
取

り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

建
材
及
び
建
築
物
の
脱
炭
素
化
に
貢

献
し
ま
す

　

建
材
に
つ
い
て
は
、
製
造
工
程
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
改
善
ポ
イ
ン
ト

を
分
析
し
や
す
く
な
り
、
取
り
組
み
の
優

先
順
位
づ
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
物
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｐ

Ｄ
が
建
材
製
品
ご
と
の
原
単
位
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
実
態

に
近
い
精
緻
な
建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ａ
に
近
づ

い
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
建
築

物
と
し
て
ど
こ
で
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
の

が
効
率
的
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
、

建
築
物
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
し
ま
す
。

例
え
ば
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
際
に
は
〝
カ

ロ
リ
ー
の
低
い
こ
の
食
品
を
選
ぼ
う
〟
と

考
え
る
で
し
ょ
う
。
建
築
物
と
し
て
ど

こ
を
ど
う
削
減
す
る
の
か
を
考
え
た
と

き
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
デ
ー
タ
を
見
て
必
要
な
す

Ｐ
Ｄ
プ
ラ
グ
ラ
ム
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
公

開
さ
れ
る

　

Ｅ
Ｐ
Ｄ
の
取
得
に
向
け
て
ま
ず
取
り
組

む
べ
き
こ
と
は
、
原
材
料
調
達
や
製
造
な

ど
に
係
る
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
数
値
を
整
理
す
る
こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
導
入
済
み
の
組
織
で
あ
れ
ば
、
あ
る

程
度
デ
ー
タ
管
理
が
で
き
て
い
る
た
め
、

必
要
な
デ
ー
タ
を
取
り
出
せ
ば
Ｌ
Ｃ
Ａ
算

定
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
必
要
な
デ
ー
タ

が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
デ
ー
タ
を

取
得
で
き
る
体
制
づ
く
り
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
手
間
の
か
か
る
作
業
で

す
が
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

数
値
を
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
お
く
こ
と

は
コ
ス
ト
管
理
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

Ｓ
ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｏ 

Ｅ
Ｐ
Ｄ
は
昨
今
、
建
材

関
係
の
登
録
数
が
増
え
て
い
ま
す

　

国
際
的
な
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
認

証
で
あ
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
で
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ

を
取
得
し
た
建
築
資
材
を
用
い
る
こ
と
が

加
点
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ゼ
ネ
コ
ン

か
ら
建
材
メ
ー
カ
ー
に
取
得
を
促
す
ケ
ー

ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
の

「
気
候
変
動
」
の
項
目
が
建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｃ
Ｒ（
製
品
群
ご
と
の
共
通
ル
ー

ル
）に
基
づ
く
Ｌ
Ｃ
Ａ
で
算
定
し
た

後
、
第
三
者
検
証
を
経
て
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
と

な
り
ま
す

　

主
な
流
れ
は
次
の
４
つ
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

で
す
。

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
：
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
探
す

・
利
用
可
能
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
が
な
い
場
合
は
、

対
象
製
品
範
囲
の
拡
張
な
ど
既
存
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
を
改
定
、
も
し
く
は
新
規
に
策
定
す

る
。
な
お
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
策
定
は
、
当
該
製

品
の
利
害
関
係
者
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
公
平
性

の
あ
る
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
か
な
ど
が

考
慮
さ
れ
、
意
見
公
募
な
ど
を
経
て
利
用

可
能（
公
開
）と
な
る

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
：
Ｌ
Ｃ
Ａ
を
算
定

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
基
づ
き
デ
ー
タ
収
集
し
、
Ｌ

Ｃ
Ａ
算
定

・
エ
ビ
デ
ン
ス
な
ど
の
必
要
情
報
を
記
載

し
、
検
証
の
た
め
の
申
請
書
類
を
作
成

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
：
第
三
者
検
証

・
Ｅ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
さ
れ
た
個
人

ま
た
は
検
証
機
関
に
よ
る
検
証
を
受
け
る

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
：
公
開

・
第
三
者
検
証
に
合
格
し
た
デ
ー
タ
が
Ｅ

「EPD」を知る

特  集

●  PCR （Product Category Rules）って何？
	

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

第
三
者
検
証

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４

公 

開

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
探
す 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

Ｌ
Ｃ
Ａ
で
算
定

ISOにのっとり、製品種類ごとに定められた①LCA算定
のルールと、②宣言（情報開示）に関する決め事。①に関し
ては、どのデータをどのように集め、どの範囲で算定する
のかなどが定められている。算定条件を明確にしておくこ

とで、LCA算定結果の透明性・公平性を担保することがで
きる。異なるEPDプログラム間で同一のPCRもあるが、
国ごとに留意すべき事柄が異なることもあり、EPDプログ
ラムごとに独自に策定・運用される場合もある。

●	算定の際の参照単位
	「製品1台当たり」「製品1kg当たり」「製品1m当たり」など

●	算定に含める評価範囲
	「算定対象は原材料調達から製造、流通、使用、廃棄まで」
	 など

●	対象とすべき環境影響
●	データ収集が必要な項目
	「製造段階では〇〇と〇〇の一次データが必須」など

●  データ収集が困難なときの対処法
	「海外での輸送距離が不明な場合は〇〇キロメートルとして計算」
	 など

●  宣言に書かなければいけない記載必須事項
	「有害物質を合わせて記載しなくてはならない」など

EPD EPD EPD

EPD EPD EPD

より実態に
近い精緻な
建築物LCA

脱炭素化に向
けた分析や適
切な建材の選
定に役立つ

建材のEPD取得が進むと

＜建材メーカー＞ A社が自社製品でEPDを取得
EPD取得 A社製「〇〇フロア」

EPDプログラムでデータ公開

気候変動 IPCC 2013 GWP 100a
ライフサイクル影響評価結果

〇〇 ㎏（CO2換算）
・・・

・・・
・・・

＜ゼネコンなど建築物LCA算定事業者＞
建築物LCA算定にお
ける床材の原単位と
してEPDデータを利
用できる

※ 原単位データベースは
 　EPD以外にも複数ある

・・・

活動量（せっこうボード）
活動量（床材「〇〇フロア」）
活動量（壁紙）

×
×
×

CO2原単位
CO2原単位
CO2原単位

建築物LCA （CO2排出量評価の場合）

・・・

図3. 建築物LCAへの活用イメージ（床材でEPDを取得した場合） ❸もっと教えて！ EPD

AA

AA

利用可能なPCR一例（SuMPO EPDの場合） PCRで定められている事項の一例

＜建設・建築製品＞

木材・木質材料 板ガラス 壁紙

木材・プラスチック複合材 吹き込み用セルロース
ファイバー断熱材 タイルカーペット

建設用鉄鋼製品 せっこうボード製品 二重床

生コンクリート
（レディーミクストコンクリート） ロックウール耐火被覆材 カーテンレール

及びブラインド類

＜化学製品＞

再生フロン フッ素塗料 印刷インキ

＜食品＞

食用植物油脂 ハム・ソーセージ うるち米

Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
の
流
れ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

Q3
建
材
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
の
意
義
は
何
で
す
か
？

Q5

Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
の
動
向
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

Q4

Ｅ
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
今
後
の

課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q6

● 建築物LCAはどのように算定するの？
製品のLCAと同様に、活動量（投入原材料・エネルギー量）
×原単位で算出される。

❹もっと教えて！ EPD

・投入原材料（t）
・エネルギー量（ＧＪ）

活動量 CO2原単位
（ton-CO2） 

CO2排出量
（ton-CO2）

コンクリート

鉄

木材

プラスチック

ガラス・陶磁器

ガソリン

軽油

17t

２t

11t

0.5t

10t

2.4GJ

２GJ

施工

資材

投入
エネルギー
（GJ）

原材料
(t）

0.2

1.4

0.3

4.7

1.0

0.082

0.078

CO2原単位

× =

× =

3.4

2.8

3.3

2.4

10.0

0.2

0.2

22.3計

CO2排出量

1戸当たりの
CO2排出量

22.3
ton-CO2

・評価領域：気候変動指標（CO2排出量）
・資材をコンクリート/ 鉄/ 木材/ プラスチック/ ガラス・陶磁器、資
材の輸送や施工で使用するエネルギーをガソリン/軽油とし、住宅1戸
を建築する場合（記載の数値は一例）
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発
泡
樹
脂
や
合
成
樹
脂
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｐ
。
同
社
で
は
主
力

商
品
で
あ
る
押
出
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
断
熱
材「
ミ
ラ
フ
ォ
ー
ム
Ⓡ
λ（
ラ
ム
ダ
）」「
ミ

ラ
フ
ォ
ー
ム
Ⓡ
Ｍ
Ｋ
Ｓ
」に
つ
い
て
、
昨
年「
Ｅ
Ｐ
Ｄ 

Ｈ
ｕ
ｂ
」を
取
得
し
て
い
る
。
そ
の

メ
リ
ッ
ト
や
取
得
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

環
境
側
面
で
の
企
業
価
値
向
上
の
武
器
と
な
る
Ｅ
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ｏ
２
削
減
案
の
分
析
に
も
役
立
つ

い
状
況
の
中
、
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
住
友

林
業
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
役
に
立
ち
ま

し
た
。
ど
の
範
囲
で
デ
ー
タ
を
取
っ
た
ら

よ
い
の
か
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
Ｅ

Ｐ
Ｄ
取
得
の
業
務
負
荷
が
削
減
さ
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
タ
を
活
用
し
な
け
れ
ば
、
専
門
知
識

を
持
つ
人
員
の
確
保
な
ど
が
必
要
と
な
り
、

取
得
は
困
難
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

取
得
ま
で
の
流
れ
は
、

①
Ｅ
Ｐ
Ｄ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
導
入
契
約

②
Ｅ
Ｐ
Ｄ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
に
必
要
デ
ー
タ

　
イ
ン
ポ
ー
ト

③
検
証
機
関
に
Ｌ
Ｃ
Ａ
結
果
を
提
出

④
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得

と
な
り
ま
す
。
②
の
〝
必
要
デ
ー
タ
〟
と

は
「
製
品
を
作
る
た
め
に
必
要
な
要
素
と

量
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
原
単
位
」
で
す
が
、
前

者
の
デ
ー
タ
収
集
は
特
に
手
間
が
か
か
る

作
業
で
し
た
。
ま
ず
は
、〝
製
品
を
作
る

た
め
に
必
要
な
要
素
を
洗
い
出
す
〟
作
業

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
要
素
と
は
具
体
的

に
、
原
材
料
と
そ
の
輸
送
距
離
や
輸
送
手

段
、
製
造
に
使
う
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
の
種
類
と
そ
の
処
理

方
法
な
ど
で
す
。

　

次
の
作
業
は
〝
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
量
の
算
出
〟
で
す
。
こ
こ
で
は
、

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
は
５

年
で
更
新
が
必
要
と
な
り
、
更
新
時
に
は

今
回
よ
り
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
し
た

状
態
で
Ｅ
Ｐ
Ｄ
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｐ

Ｄ
取
得
を
顧
客
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
必

で
あ
る
エ
ン
ボ
デ
ィ
ド
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い

て
の
削
減
は
い
ま
だ
不
⼗
分
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、
製
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
環
境
負
荷
を
定

量
的
・
客
観
的
に
評
価
で
き
る
環
境
ラ
ベ

ル
で
あ
る
Ｅ
Ｐ
Ｄ
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

エ
ン
ボ
デ
ィ
ド
カ
ー
ボ
ン
の
可
視
化
に
貢

献
し
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
度
Ｕ
Ｐ
に
も
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
の
た
め
に
何
か

ら
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

「
Ｅ
Ｐ
Ｄ 

Ｈ
ｕ
ｂ
」
の
取
得
が
可
能
な
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｅ
Ｐ
Ｄ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
」

を
販
売
す
る
住
友
林
業
か
ら
情
報
を
も
ら

い
、
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

製
品
を
作
る
た
め
に
必
要
な

〝
要
素
〟と〝
量
〟を
洗
い
出
す

　

何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な

月
に
ミ
ラ
フ
ォ
ー
ム
λ
（
ラ
ム
ダ
）
に
つ

い
て
Ｅ
Ｐ
Ｄ
の
取
得
に
至
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
作
業
で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に

大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
製
造
工

程
ご
と
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
可
視
化
さ
れ

る
た
め
、
今
後
ど
の
部
分
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
削
減
を
進
め
て
い
く
べ
き
か
の
分
析
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
効
率
的
で
効
果

的
な
削
減
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
可
能

に
な
り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
を
具
体
的
に

示
す
た
め
の
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１-

３
＊
２
に
も

生
か
せ
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
環
境
側
面
の
武
器
と
な
り
企
業

価
値
の
向
上
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
で
に
お
客
様
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
製

品
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
業
界
内
で
も
先
駆
け
て
対
応

で
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
そ
れ

を
強
み
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
Ｅ
Ｐ
Ｄ
取
得
で
製
品
の
採
用
が
急
増

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市

場
が
追
い
付
け
ば
競
争
優
位
性
を
発
揮
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
当
社
と
し
て
の
課
題
は
、
可
視

化
に
よ
る
結
果
を
ど
の
よ
う
に
削
減
へ
つ

な
げ
て
い
く
か
で
あ
り
、
今
回
得
ら
れ
た

知
見
を
生
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
等
し
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
苦
労
し
ま
し

た
。
１
０
０
の
材
料
を
投
入
し
て
80
の
製

品
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
製
品
に
な
ら
な

か
っ
た
20
は
何
な
の
か
ま
で
を
洗
い
出
し

カ
ウ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
水
を
使
う
場
合
、
状
況
に
よ
っ
て
は

使
用
量
だ
け
で
な
く
そ
の
蒸
発
量
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
工
場

全
体
の
電
気
使
用
量
は
管
理
し
て
い
ま
し

た
が
、ひ
と
つ
の
製
造
ラ
イ
ン
で
ミ
ラ
フ
ォ
ー

ム
λ
（
ラ
ム
ダ
）
を
作
る
の
に
ど
の
く
ら
い

の
電
気
を
使
っ
て
い
る
か
な
ど
製
品
ご
と

に
は
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
工
場
全
体
の

使
用
量
か
ら
製
造
量
で
案
分
し
て
算
出
を

行
い
ま
し
た
。

　

あ
と
は
Ｅ
Ｐ
Ｄ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
に
デ
ー

タ
を
イ
ン
ポ
ー
ト
し
、
住
友
林
業
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
原
単
位

要
だ
と
感
じ
て
お
り
、
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う

営
業
担
当
へ
の
社
内
研
修
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
当
社
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ｄ
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
を
発
信
し
、
使
い
方

の
事
例
を
作
っ
て
世
の
中
の
流
れ
を
変
え

て
い
け
た
ら
よ
い
で
す
ね
。

建築土木資材事業部
東日本建材営業部 部長

木村 達也 氏
押出事業本部 事業統括部

主査

友利 格 氏

エ
ン
ボ
ディ
ド
カ
ー
ボ
ン
可
視
化
に

貢
献
で
き
る
Ｅ
Ｐ
Ｄ

　

当
社
で
は
２
０
２
１
年
12
月
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
＊
１
提
言
に
賛
同
し
、
気
候
変
動
に
関

連
す
る
事
象
を
経
営
リ
ス
ク
と
し
て
捉
え

て
対
応
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
機
会
創

出
に
つ
な
げ
企
業
価
値
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減

目
標
を
設
定
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
も
取
得
し

て
工
場
で
の
省
エ
ネ
活
動
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
お

よ
そ
３
分
の
１
は
建
設
部
⾨
が
占
め
て
い

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
〝
暮
ら

す
と
き
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
〟
で
あ
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
カ
ー
ボ
ン
は
、
当
社
の
高

性
能
断
熱
材
が
削
減
に
寄
与
で
き
て
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
⼀⽅

、〝
建
設
か

ら
廃
棄
時
に
発
⽣
す
る
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
〟

デ
ー
タ
の
ひ
も
づ
け
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

ま
で
進
め
ば
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
算
定
→
文
章
化
→

検
証
機
関
に
送
付
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

自
動
的
に
進
ん
で
い
く
た
め
手
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
当
社
の
場
合
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
に
必

要
と
な
る
元
デ
ー
タ
を
す
べ
て
自
社
工
場

で
管
理
で
き
て
い
た
た
め
、
デ
ー
タ
の
算

出
作
業
は
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
が
、
も
し
製

造
工
程
を
外
注
す
る
な
ど
で
イ
ン
プ
ッ
ト

と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
管
理
で
き
て
い
な
か
っ

た
ら
、
デ
ー
タ
の
算
出
に
は
も
っ
と
手
間

が
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

工
程
ご
と
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
分
か
り

削
減
案
の
検
討
が
可
能
に

　

こ
れ
ら
の
工
程
を
経
て
、
２
０
２
４
年

６
月
に
ミ
ラ
フ
ォ
ー
ム
Ｍ
Ｋ
Ｓ
、
続
く
８

ー
株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｐ

「EPD」を知る

特  集

＊2	 Scope１–３：サプライチェーン排出量を排出源に基づいて分類するための区分。Scope1は自社での燃料使用や工業プロセスによる直接
的な排出、Scope2は自社が購入した電気・熱等のエネルギーの使用に伴う間接的な排出、Scope3は原料調達・物流・販売など自社の事
業活動に関連した他社の排出

＊1	 TCFD：「気候関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）」。2015年、G20からの要
請を受け金融安定理事会（FSB）により民間主導で設置。2017年6月に公表されたTCFD提言では、気候変動がもたらす「リスク」及び「機
会」の財務的影響を把握し、開示することが推奨された

●  ミラフォームMKS
熱伝導率がコンクリートの約50分の1と省エネ効果に優れた押出
法ポリスチレンフォーム断熱材。水の中に浸積しても表面に水分
が付着するだけでほとんど浸透しない優れた防水性を持つ。加工
性や施工性も高くのこぎりやカッターナイフで簡単に切断可能

●  ミラフォームλ（ラムダ）
押出法ポリスチレンフォームで最高レベルの熱伝導率0.022W/
m・K（23℃）を実現した高性能・新次世代型断熱材。ミラフォー
ムMKSと同様に吸水性が低く高い加工性や施工性を発揮

「EPDジェネレータ」とは

フィンランドのOne Click LCA社が提供するソフトウエアで、製品の全ライフサイクルにおける環
境負荷を評価する。LCA算定結果を基に、ソフトウエア上で「EPD Hub」の取得が可能。住友林業が
EPDジェネレータの販売に加えて、EPD取得までサポートする。

【EPDジェネレータによるEPD取得の流れ】※取得までの目安期間は最短15週間

（入力例）

モジュール データ名 数量 単位 一次輸送
距離（㎞）

一次輸送
手段

二次輸送
距離（㎞）

二次輸送
手段

A1 原材料 輸入ラミナ 15500 m3 25000 コンテナ船 60 トレーラー

A1 原材料 接着剤 150000 kg 330 7.5-16トン
トラック

A3 補助材料 潤滑油 150 ℓ 10 2トントラック

A3 梱包材料 段ボール
シート 5000 枚 23 3.5-7.5トン

トラック
A3 エネルギー
     使用 軽油 10000 ℓ

A3 エネルギー
     使用 電力 250000 kWh

A3 エネルギー
     使用

太陽光発電
による電力 100000 kWh

A3 製造廃棄物 木質廃棄物
（燃料利用） 200000 kg

A3 製造廃棄物 木質廃棄物
（燃え殻） 5 m3 50 3.5-7.5トン

トラック

必要なデータ

A1 原材料調達 製品の原材料・成分（例：合板、ラミナ、塗料等）

A2 原材料の輸送
各原材料のサプライヤーから工場までの輸送距離・手段
例） 1次輸送：サプライヤー→東京港（コンテナ2万km）
    2次輸送：東京港→工場（14トントラック）

A3 製品製造・
梱包

最終製品に残らない補助材料（例:潤滑油、水道水等）、
梱包材等

エネルギー
（例：電力・都市ガス・LPGガス・重油等の設備動力）

廃棄物（例：廃油、木質廃棄物等）

● 基礎知識取得のための
	 オンライン研修
●	必要なデータの把握、収集

● 原単位の選択

● 数値根拠など、検証機関
からの質問へ回答（やり
取りはすべてオンライン
で可能）

【ソフトウエア】
●  LCA算定
● EPD取得用文章化

❶ EPDジェネレータ導入契約

❸ 検証機関に提出

❹ EPD Hub取得

❷ EPDジェネレータへデータインポート



付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる
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本　　社 	●	岐阜県岐阜市長良
	 	 1丁目1番地
創　　業 	●	2022年
資 本 金 	●	100万円
事業内容 	●	内装DX、サーキュラーエ

コノミー事業、家具・イン
テリア・建材の企画・設計・
製造・販売、空間コーディ
ネート事業、宇宙内部空間
開発事業

な
メ
リ
ッ
ト
だ
。〝
自
社
の
植
物
性
廃
棄
物
を
使
っ

て
オ
フ
ィ
ス
家
具
を
作
る
〟な
ど
プ
ロ
ダ
ク
ト
に

ス
ト
ー
リ
ー
を
埋
め
込
み
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強

化
に
も
役
立
て
ら
れ
る
。

完
全
自
動
化
工
場
の
実
現
で

目
指
す
は
宇
宙
ホ
テ
ル
の
建
築

︱
︱ 

創
業
か
ら
２
年
半
。
数
多
く
の
企
業
向
け

オ
フ
ィ
ス
家
具
の
製
造
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ネ
イ

ル
サ
ロ
ン
な
ど
の
店
舗
内
装
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け

る
同
社
。
い
わ
ゆ
る〝
金
食
い
虫
〟だ
っ
た
廃
棄

物
が
企
業
の
課
題
解
決
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

  

「
当
社
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
樹
脂
素
材
を
用
い
て

い
る
た
め
、
再
度
粉
砕
し
て
熱
を
加
え
れ
ば
別
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
に
変
更
可
能
で
す
。
こ
の
点
が
循
環

型
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
い
ま
す
。
椅
子
を
テ
ー
ブ
ル
に
、
壁
材
を
床
材

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
、
植
物
由
来

の
た
め
最
終
的
に
は
自
然
に
戻
せ
ま
す
。
こ
の
特

性
を
生
か
し
、
サ
ブ
ス
ク
の
仕
組
み
を
導
入
し
て

内
装
デ
ザ
イ
ン
を
定
期
的
に
変
え
た
り
、
リ
ー
ス

に
し
た
り
し
て
気
軽
に
内
装
の
購
入
体
験
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
も
考
案
中
で
す
」

︱
︱ 

独
自
の
価
値
を
創
造
し
な
が
ら
、
価
格
競

争
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
点
も
強
み
だ
。
同
社

の
従
業
員
の
半
数
以
上
が
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
で
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
製
造
に
欠
か
せ
な
い
大

型
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
も
自
社
開
発
し
設
備
コ

ス
ト
を
抑
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
動
製
造
の
た

め
労
働
力
を
省
力
化
で
き
る
点
も
コ
ス
ト
抑
制
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

  

「
原
料
の
デ
リ
バ
リ
ー
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
大

手
物
流
会
社
と
協
業
を
開
始
し
、
削
減
を
実
現
し

ま
し
た
。
今
後
は
廃
棄
物
の
効
率
的
な
回
収
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て
、
植
物

性
廃
棄
物
が
出
る
自
治
体
や
企
業
の
近
く
に
製
造

拠
点
を
増
や
し
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
納
品
場
所
近
く

で
の
製
造
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
自
治
体
や
企
業
が
製
造
工
場
を
つ
く
り
、

当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
利
用
で

き
る
仕
組
み
を
整
え
、
地
産
地
消
と
な
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
も
構
築
し
て
い
き
ま
す
」

︱
︱ 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
自
動
車
を
製
造
す

る
米
国
の
電
気
自
動
車
大
手
テ
ス
ラ
の
よ
う
に
、

工
場
に
お
け
る
全
工
程
の
完
全
自
動
化
を
目
指
す
。

  

「
現
在
、
人
が
つ
な
い
で
い
る
樹
脂
化
や
成
型
の

各
工
程
を
連
結
さ
せ
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
工
場

を
今
年
度
中
に
立
ち
上
げ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
目
指
す
の
は
宇
宙
で
す
。

世
界
各
国
で
宇
宙
ホ
テ
ル
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
２
０
３
２
年
頃
に
か
け
て
建
設
が
始
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
当
社
の
完
全
自
動

化
工
場
を
打
ち
上
げ
て
、
宇
宙
ホ
テ
ル
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」

か
ら
施
工
ま
で
を
一
貫
し
て
手
掛
け
た
り
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
製
造
に
お
い
て
は
、

内
装
空
間
を
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
生
成
Ａ
Ｉ
を

用
い
て
内
装
材
な
ど
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、

こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
が
自

動
で
製
造
し
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

代
表
の
伊
勢
崎
氏
は
大
学
で
建
築
学
を
学

ん
だ
の
ち
、
大
手
設
計
事
務
所
勤
務
を
経
て
建
築

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
会
社
を
設
立
し
た
。
も
と
も

と
自
然
と
建
築
物
の
つ
な
が
り
や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
に
興
味
が
あ
り
、
大
量
に
発
生
し
多

く
が
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
植
物
性
廃
棄
物
を

も
っ
と
価
値
あ
る
も
の
に
転
換
し
た
い
と
考
え
、

現
在
の
事
業
の
構
築
に
至
っ
た
と
い
う
。

  

「
植
物
性
廃
棄
物
を
樹
脂
化
す
る
技
術
を
確
立

し
、
そ
れ
を
原
料
と
す
る
自
動
成
型
機
を
開
発
し

ま
し
た
。
自
動
成
型
機
は
24
時
間
稼
働
し
て
お

り
、
従
来
に
比
べ
短
期
間
で
の
製
造
を
実
現
し
、

最
小
ロ
ッ
ト
が
な
く
１
点
か
ら
の
生
産
に
も
対
応

で
き
ま
す
。
ま
た
、
製
造
さ
れ
た
パ
ー
ツ
は
現
場

で
プ
ラ
モ
デ
ル
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
る
の
で
、

高
度
な
職
人
技
術
を
必
要
と
せ
ず
人
材
不
足
解
消

に
も
貢
献
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
社
に
デ
ザ
イ
ン

部
門
が
あ
り
、
独
創
的
で
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
プ

ロ
ダ
ク
ト
の
提
供
が
可
能
で
す
」

︱
︱ 

植
物
性
廃
棄
物
の
排
出
事
業
者
に
と
っ
て

は
処
理
コ
ス
ト
を
抑
制
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
点
も
大
き

企
業
の
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
に
も
役
立
つ

内
装
業
界
の
新
た
な
イ
ン
フ
ラ

︱
︱ 

農
業
や
食
品
加
工
業
、
林
業
、
運
輸
業
な

ど
、
様
々
な
業
界
か
ら
排
出
さ
れ
る
植
物
性
廃
棄

物
。
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な

ど
の
自
動
成
型
機
を
用
い
て
家
具
や
内
装
材
へ
と

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
い
る
株
式
会
社
Ｓｐ
ａ
ｃ
ｅ 

ｗ
ａ
ｓ
ｐ
。
そ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
不
要
に
な
っ

て
も
再
成
型
で
き
る
と
い
う
究
極
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
を
実
現
し
、
内
装
業
界
の
新
し
い
イ

ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

  

「
茎
や
根
、
木
屑
、
古
紙
や
野
菜
か
す
な
ど
を

樹
脂
化
し
た
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原
料
に
、

机
や
椅
子
な
ど
の
家
具
、
床
材
・
壁
材
な
ど
の
内

装
材
の
製
造
と
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ

ン
事
務
所
や
設
計
事
務
所
と
提
携
し
て
プ
ロ
ダ
ク

ト
を
提
供
し
た
り
、
内
装
空
間
全
体
の
デ
ザ
イ
ン

株
式
会
社
Ｓス

ペ

ー

ス

ワ

ス

プ

ｐ
ａｃｅｗａｓｐ

廃棄物利用と3Dプリンターの
自社開発で製造コストを抑制

植物性廃棄物を家具や
内装材へと生まれ変わらせる
循環型ビジネスを展開

完全自動化・フランチャイズ化で
“地産地消”を目指す

ここが注目ポイント

植物性廃棄物が家具に変わる！
3Dプリンティング技術を駆使し
究極の循環型ビジネスを実現

代表取締役

伊勢崎 勇人 氏

プロダクト例

植物性廃棄物

・サステナブル
・高いデザイン性
・ストーリー性

・1点から生産可能
・24時間稼働し短期間で製造
・製造後のパーツ組み立てが簡単

樹脂化

植物

成型機械

破砕・粉砕 内装自動生成

内装

3Dデータ自動分割

空間スキャン

プロダクト

プロダクトを活用した
内装空間デザイン

木質ゴミ

内装空間

家具

内装材

特産品

茎やつる

加工後のゴミ
（米、麦、果物の皮）

使用済み木材
（空き家、家具）

他産業ゴミ
木質パレット
や古紙（                 ）

Plant cycle Interior cycle

建  材 内部空間 家  具
事業モデル

床材、家具、棚板、照明、
カーテンボックスを製造

床材



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　経済産業省総合資源エネルギー調査会は、「第48回省
エネルギー・新エネルギー分科会  省エネルギー小委員会」
（5月12日開催）で、住宅の省エネルギー化を強化するた
めに「ZEHの定義見直し」案を提示した。

【新ZEH定義】（案）
❶ 断熱・省エネ性能  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●	 断熱：ZEH基準（断熱等級5）を大きく上回る水準とし
て、GX志向型住宅の要件と同じとなる断熱等級6を設定。

●	 省エネ性能：一次エネルギー消費量削減率を20％から
35％に引き上げ。

❷ 設備要件 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●	 戸建住宅は自家消費に資する設備の設置を求める。
【対象設備】
◆ 「蓄電池」（初期実効容量5kWh以上で、太陽光発
電がある場合のみ）

◆ 「高度エネルギーマネジメント」
❸ 地域性・建物特性（Oriented適用条件） ・・・・・・・・・・・

● 	再エネ設置が必須でないZEH Oriented/ZEH-M 
Orientedの適用条件について、ペロブスカイト太
陽電池等の開発などの動向を踏まえ、今後適切なタ
イミングで適用条件を見直すこととする。

● 	集合住宅は適用条件に「多雪地域」「6階建以上」を
新設。

❹ 再エネ要件（再エネを含む一次エネルギー削減率） 

● 	1戸あたりの太陽光搭載率の増加を促すことを企図して
上位シリーズを設定する（戸建・集合ともに新ZEH＋：
115％）。

【今後のスケジュール】（案）
●	 新定義は2027年度から新規認証を開始。現行定義は
2027年度を期限に新規認証の停止を予定。

● 	 2027年度までに建設された住宅を改修する場合は、
現行定義での認証取得も可能とする。

● 	新規認証の停止後も認証取得済みの住宅は、現行定義
の利用を継続できることとする。

　矢野経済研究所は国内のZEH市場に関する調査を実
施。2023年度の工事費ベースにおける市場規模は6兆
5,712億円で前年度比61.4％増。そのうち「戸建
ZEH」が約4割、「集合ZEH」が約6割を占めると発表し
た。過去3年間（2021～2023年度）の平均成長率は、
戸建ZEHが19.1％増、集合ZEHが163.5％増と大き
な開きがある。集合ZEHの急成長の背景には、政府の
2030年度までに「省エネ基準のZEH水準への引き上げ」
という目標が掲げられており、大手を中心にマンション
デベロッパーがZEHの標準化を推進したことが挙げら
れる。また、子育てグリーン住宅支援事業など支援策の
拡充がZEH化を後押ししている。一方で、補助金は単
年度執行のものが多く活用しきれないことがある、寒冷
地などは相対的にコスト負担が重くなる点が課題。

　将来展望として、ZEHの市場規模は2030年度に14
兆円、2035年度
は17兆2,700億
円と予測してい
る。省エネ基準
のZEH水準化に
向けて、ハウス
メーカーなどで
ZEHの標準化が
進むことで、戸建
ZEH・集合ZEH
の両市場とも今
後の拡大を見込
んでいる。

“もっと時間がほしい”今月の心の声です。仕事でもプライベートでも、いろいろ
なことが重なった6月は1日24時間では足りません。食洗機など家事楽ツールはす
でにフル活用の日々。時間確保のために睡眠時間を削るも、眠気と闘う羽目に
……さてどうしたものかと、カットしたのは少しでも貯金をと頑張っていたお弁
当作りとアイロンがけ（シワが気になる服は着ない！）。これが効果的な施策なの
かは疑問ですが。皆さんはこんな時、どのように時間をやりくりしていますか？（E）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　千葉支店　千葉展示場

ZEHの国内市場規模を2035年度に約17兆円と予測
 —— 株式会社矢野経済研究所

ZEHの定義見直しを検討。2027年度から開始予定 —— 経済産業省

■ 新ZEH定義（案）
現行定義 新定義

戸建 集合 戸建 集合

省エネ
性能

断熱性能 断熱等級5 断熱等級5 断熱等級6 断熱等級6※4

一次エネルギー
消費量削減率
（省エネのみ）

20% 20% 35% 35%

設備要件※1 ー ー
①高度エネマネ
②蓄電池※3

※3 PVありの場合のみ
ー

地域性・建物特性※2

（Oriented適用条件）
•多雪地域
•都市部狭小地 （条件なし） •多雪地域

•都市部狭小地
•多雪地域
•6階以上

再エネ要件
(再エネ含む

一次エネ削減率)

『ZEH』:100%
Nearly 
ZEH:75%

『ZEH-M』:100%
Nearly ZEH-M:75%
ZEH-M Ready:50%

新ZEH＋:115%
新ZEH:100%
Nearly 新ZEH:75%

新ZEH-M+:115%
新ZEH-M:100%
Nearly 新ZEH-M:75%
新ZEH-M Ready50%

※1 新定義では、「EV充電器/充放電器」を推奨設備とし、導入検討にあたり必要な情報の説明を行うことを建築士に求める
※2 新定義では、「再エネ設備」を推奨事項とし、導入検討にあたり必要な情報の説明を行うことを建築士に求める
※4 最長2030年までの措置として、下記の例外規定を設定する
	 角住戸等に限り断熱等級5以上とすることを認める。ただし、その場合にあっては、全住戸の外皮平均熱貫流率（UA値）の平均

値が断熱等級６の基準値を満たすことを条件とする

出所：株式会社矢野経済研究所
「ZEH（Net Zero Energy House）市場に関する調査（2025年）」

200,000
（億円）

150,000

100,000

50,000

0
2023年度

65,712

2024年度
（予測）

2025年度
（予測）

2030年度
（予測）

140,000

2035年度
（予測）

172,700
■ 戸建ZEH
■ 集合ZEH

注1. ZEH建築物の工事費ベース
注2. 市場規模は一般社団法人環境共創イニシアチブ（SII）公開データ、国土交通

省「建築着工統計」を基に矢野経済研究所推計
注3. 戸建ZEHとはZEHとして建設された戸建住宅をさし、集合ZEHとはZEHとして 

建設された集合住宅をさす
注4. 2024年度以降予測値

■ 国内ZEH市場の推移・予測
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資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

4月
対前年同月比 1月2月3月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2025年4月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2024年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）

0
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35
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分譲マンション
分譲戸建

2025年 2025年2024年2024年

利用関係別戸数

0

木造
木造戸建

0

(%)

-20.0
-30.0

-10.0
0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0

木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

▲ 11,06256,188
994

55,194
13,635
24,939
1,466
16,148
7,709
8,169
50,830
5,358
780

1,353
0

3,225
29,657
26,531
368

18,770
7,336
37
20

89,432
1,095
88,337
22,867
42,525
469

23,571
10,807
12,472
81,169
8,263
950

1,938
119

5,256
51,519
37,913
1,325
27,167
9,371
36
14

60,583
572

60,011
16,272
25,744
354

18,213
8,422
9,628
55,177
5,406
539

1,359
0

3,508
34,685
25,898
1,074
16,904
7,856
47
17

56,134
1,330
54,804
13,525
24,387
323

17,899
9,051
8,715
50,160
5,974
729

1,172
463

3,610
29,463
26,671
975

18,740
6,926
17
13

▲ 20,384
10

▲ 20,394
▲ 4,232
▲ 9,659

314
▲ 6,807
▲ 4,517
▲ 2,410
▲ 19,871
▲ 513
▲ 196
▲ 557

0
240

▲ 9,149
▲ 11,243
▲ 161

▲ 8,958
▲ 2,125

2
▲ 3

▲ 753
▲ 10,309
▲ 4,962
▲ 3,746
1,199

▲ 3,553
476

▲ 4,193
▲ 9,963
▲ 1,099
▲ 949
▲ 786

0
636

▲ 7,520
▲ 3,542
▲ 65

▲ 1,315
▲ 2,147

▲ 3
▲ 12

▲ 26.6% ▲ 16.4%
1.0%

▲ 27.0%
▲ 23.7%
▲ 27.9%
27.3%

▲ 29.7%
▲ 36.9%
▲ 22.8%
▲ 28.1%
▲ 8.7%
▲ 20.1%
▲ 29.2%

―
8.0%

▲ 23.6%
▲ 29.8%
▲ 30.4%
▲ 32.3%
▲ 22.5%

5.7%
▲ 13.0%

▲ 43.1%
▲ 15.7%
▲ 26.7%
▲ 13.1%
449.1%
▲ 18.0%

6.6%
▲ 33.9%
▲ 16.4%
▲ 17.0%
▲ 54.9%
▲ 36.7%

―
24.6%

▲ 20.2%
▲ 11.8%
▲ 15.0%
▲ 6.5%
▲ 22.6%
▲ 7.5%
▲ 37.5%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2025年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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4月

9,063

7,848

5月

7,136

7,678

6月

8,223

8,279

7月

8,659

9,154

8月

8,320

8,456

9月

8,845

7,703

10月

9,007

7,323

11月

7,244

7,248

12月

7,156

7,598

1月

6,450

6,730

2月

7,568

7,581

3月

11,252

8,235

4月

4,839

6,238

4月

26,747

8,393

853

27,786

13,656

5月

24,671

7,165

795

22,938

11,149

6月

23,407

7,154
776

24,883

10,843

7月

23,521

8,049
780

25,924

10,527

8月

23,769

8,035
788

24,249

10,770

9月

25,047

7,139

793

24,107

12,261

10月

25,586

8,536
778

24,840

10,708

11月

23,405

6,789
773

23,885

10,973

12月

21,355

7,044

783

23,210

11,348

1月

21,984

6,981

774

17,201

9,968

2月

22,254

6,417

805

21,124

10,788

3月

29,570

10,048

1,080

34,499

15,315

4月

20,695

5,356

626

19,992

10,145

1月 2月 3月 4月
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